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１．外国人が介護を本格的に担うことについては様々な意見

○介護分野の人材増のため多様な施策が行われているが

外国人はカウントされていない

○外国では外国人頼みの傾向
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OECD諸国の外国人介護労働者
　 外国出身介護労働者の数、介護労働者に占める割合

高齢者介護施設労働者の33％(2007年)

在宅介護労働者の27％(2007年)

すべての介護提供者(フォーマル、インフォーマルに関わらず)の50％

不法に介護労働に従事している者は40,000人(2006年半ば)

カナダ 施設介護労働者の23％

デンマーク 介護労働者の11％が移民

フランス IADLに障害のある者を支援する50％～70％

ドイツ 約200,000人の移民介護労働者が存在(2007年)

ギリシア 一般世帯で介護を提供する労働者の70％

約100万人。すべての介護労働者の72％

在宅介護労働者として約700,000人の移民が就労

イスラエル 55,000人の移民が介護労働者。すべての介護労働者のおよそ50％

オランダ 介護労働者の8％

保健福祉分野の新規雇用者19,000人の20％

高齢者および障害者の介護に従事する者の13％(2005年)

イギリス 補助看護師の17％、在宅介護に従事する看護師の17％

介護従事者23％(2009年)

個人および在宅介護者の33％
アメリカ

スウェーデン

イタリア

オーストリア

オーストラリア

小島克久(2015)「OECD加盟国に
おける外国出身介護労働者の現
状」厚生労働科学研究費補助金
政策科学総合研究事業（政策科
学推進研究事業)「人口減少期に
対応した人口・世帯の動向分析
と次世代将来推計システムに
関する総合的研究」平成26年度
報告書
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Sheet1

		　		外国出身介護労働者の数、介護労働者に占める割合 ガイコク シュッシン カイゴ ロウドウシャ カズ カイゴ ロウドウシャ シ ワリアイ

		オーストラリア		高齢者介護施設労働者の33％(2007年) コウレイシャ カイゴ シセツ ロウドウシャ ネン

				在宅介護労働者の27％(2007年) ザイタク カイゴ ロウドウシャ ネン

		オーストリア		すべての介護提供者(フォーマル、インフォーマルに関わらず)の50％ カイゴ テイキョウシャ カカ

				不法に介護労働に従事している者は40,000人(2006年半ば) フホウ カイゴ ロウドウ ジュウジ モノ ニン ネン ナカ

		カナダ		施設介護労働者の23％ シセツ カイゴ ロウドウシャ

		デンマーク		介護労働者の11％が移民 カイゴ ロウドウシャ イミン

		フランス		IADLに障害のある者を支援する50％～70％ ショウガイ モノ シエン

		ドイツ		約200,000人の移民介護労働者が存在(2007年) ヤク ニン イミン カイゴ ロウドウシャ ソンザイ ネン

		ギリシア		一般世帯で介護を提供する労働者の70％ イッパン セタイ カイゴ テイキョウ ロウドウシャ

		イタリア		約100万人。すべての介護労働者の72％ ヤク マンニン カイゴ ロウドウシャ

				在宅介護労働者として約700,000人の移民が就労 ザイタク カイゴ ロウドウシャ ヤク ニン イミン シュウロウ

		イスラエル		55,000人の移民が介護労働者。すべての介護労働者のおよそ50％ ニン イミン カイゴ ロウドウシャ カイゴ ロウドウシャ

		オランダ		介護労働者の8％ カイゴ ロウドウシャ

		スウェーデン		保健福祉分野の新規雇用者19,000人の20％ ホケン フクシ ブンヤ シンキ コヨウシャ ニン

				高齢者および障害者の介護に従事する者の13％(2005年) コウレイシャ ショウガイシャ カイゴ ジュウジ モノ ネン

		イギリス		補助看護師の17％、在宅介護に従事する看護師の17％ ホジョ カンゴシ ザイタク カイゴ ジュウジ カンゴシ

		アメリカ		介護従事者23％(2009年) カイゴ ジュウジシャ ネン

				個人および在宅介護者の33％ コジン ザイタク カイゴ シャ
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外国出身介護労働者の数、介護労働者に占める割合


高齢者介護施設労働者の33％(2007年)


在宅介護労働者の27％(2007年)


すべての介護提供者(フォーマル、インフォーマルに関わらず)の50％


不法に介護労働に従事している者は40,000人(2006年半ば)


カナダ


施設介護労働者の23％


オーストリア


オーストラリア




○日本では外国人労働者の受入れには国論二分

・専門的、技術的分野：ＷＥＬＣＯＭＥ

・単純労働者：ＮＯ ＴＨＡＮＫ ＹＯＵ

・人口減少下では経済・社会を維持するためには介護分野や単純労働の

分野でも積極的に受入れるべき

・低賃金に繋がるほか、居住地のスラム化、教育問題など先進国は苦労し

ている

○経済連携（ＥＰＡ）の受入れだけが認められているが、技能実習制度による

介護実習生の受入れ、介護福祉士に対するビザの付与が可能となる。
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２．外国人介護職員の概況

○介護分野の外国人介護職員数は3,500人位と見込まれる

・国別ではフィリピン人が42％を占め最も多い

○介助はほぼこなし、会議参加、記録に課題はあるが、期待は高い
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雇用している外国人介護労働者の国籍と人数
〔人数合計別比率〕
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厚生労働省　平成26年度 社会福祉推進事業

外国人介護労働者の就労実態調査 〔第一次調査〕

集計結果報告書（案）

平成26年10月



報告書

		

				２．第１次調査の結果 ダイジチョウサケッカ

								調査対象件数 チョウサタイショウケンスウ																		6,000件 ケン

								回収件数 カイシュウケンスウ																		2,395件 ケン

								回収率 カイシュウリツ																		39.9％

						2.1　外国人介護労働者の雇用状況について ガイコクジンカイゴロウドウシャコヨウジョウキョウ

																																										件　数 ケンカズ								構成比 コウセイヒ

						全　　体 ゼンカラダ																																				2,395								10000.0%

						雇用している コヨウ																																				241								1006.3%

						現在は雇用していないが、以前に雇用したことがある																																				221								922.8%

						雇用したことはない コヨウ																																				1,927								8045.9%

						無回答 ムカイトウ																																				6								25.1%

						2.2　雇用している外国人介護労働者の国籍と人数 コヨウガイコクジンカイゴロウドウシャコクセキニンズウ																																						〔集計母数：241件〕 シュウケイボスウケン

																																		人数合計 ニンズウゴウケイ								構成比 コウセイヒ								平均雇用人数 ヘイキンコヨウニンズウ

						全   体 〔延べ雇用人数〕 ゼンカラダノコヨウニンズウ																												467								10000.0%								1.5

						フィリピン																												198								4239.8%								1.7

						中　国																												104								2227.0%								1.4

						韓　国																												55								1177.7%								1.6

						ブラジル																												40								856.5%								1.7

						ペルー																												18								385.4%								1.1

						ベトナム																												14								299.8%								1.8

						インドネシア																												10								214.1%								1.1

						タ　イ																												7								149.9%								1.0

						台　湾																												7								149.9%								1.2

						ネパール																												6								128.5%								1.5

						イラン																												1								21.4%								1.0

						カンボジア																												1								21.4%								1.0

						スペイン																												1								21.4%								1.0

						フランス																												1								21.4%								1.0

						メキシコ																												1								21.4%								1.0

						モンゴル																												1								21.4%								1.0

						南米チリ																												1								21.4%								1.0

						国籍不明 コクセキ																												1								21.4%								1.0

						2.3　雇用している外国人介護労働者の性別人数 コヨウガイコクジンカイゴロウドウシャセイベツニンズウ																																														〔集計母数：241件〕 シュウケイボスウケン

																																		人数合計 ニンズウゴウケイ								男　性 オトコセイ												女　性 オンナセイ

						全   体 〔延べ雇用人数〕 ゼンカラダノコヨウニンズウ																												467								51						1099.1%						413						8900.9%

						フィリピン																												198								8						406.1%						189						9593.9%

						中　国																												104								9						882.4%						93						9117.6%

						韓　国																												55								11						2000.0%						44						8000.0%

						ブラジル																												40								4						1000.0%						36						9000.0%

						ペルー																												18								6						3333.3%						12						6666.7%

						ベトナム																												14								4						2857.1%						10						7142.9%

						インドネシア																												10								2						2000.0%						8						8000.0%

						タ　イ																												7								-						0.0%						7						10000.0%

						台　湾																												7								1						1428.6%						6						8571.4%

						ネパール																												6								4						6666.7%						2						3333.3%

						イラン																												1								-						0.0%						1						10000.0%

						カンボジア																												1								1						10000.0%						-						0.0%

						スペイン																												1								-						0.0%						1						10000.0%

						フランス																												1								1						10000.0%						-						0.0%

						メキシコ																												1								-						0.0%						1						10000.0%

						モンゴル																												1								-						0.0%						1						10000.0%

						南米チリ																												1								-						0.0%						1						10000.0%

						国籍不明 コクセキ																												1								-						0.0%						1						10000.0%

						2.4　都道府県別の外国人介護労働者の雇用人数 トドウフケンベツガイコクジンカイゴロウドウシャコヨウニンズウ																																																												〔単位：人〕 タンイニン

						都道府県別 トドウフケンベツ								件　数 ケンカズ				　雇用人数計 コヨウニンズウケイ				施設種別 シセツシュベツ																				国 籍 別 クニセキベツ

																						介護老人
　　福祉施設				地域密着型
介護老人
　　福祉施設				介護老人
　　保健施設				介護療養型
　　医療施設				特定施設				フィリピン				中　国				韓　国				ブラジル				ペルー				ベトナム				インドネシア				その他

						全体 ゼンカラダ				（件数）				241				-				118				16				49				16				42

										（人数） ニンズウ				-				467				209				27				82				66				83				198				104				55				40				18				14				10				28

						北海道								1				4				4				-				-				-				-				4				-				-				-				-				-				-				-

						青森県								1				2				-				2				-				-				-				2				-				-				-				-				-				-				-

						岩手県								2				4				4				-				-				-				-				-				3				1				-				-				-				-				-

						宮城県								4				4				3				-				1				-				-				1				1				-				-				-				-				1				1

						秋田県								1				2				2				-				-				-				-				-				2				-				-				-				-				-				-

						山形県								4				7				3				-				4				-				-				-				1				4				1				-				-				-				1

						福島県								1				1				-				1				-				-				-				-				1				-				-				-				-				-				-

						茨城県								9				11				6				2				3				-				-				5				4				1				1				-				-				-				-

						栃木県								2				2				1				-				1				-				-				-				2				-				-				-				-				-				-

						群馬県								1				1				1				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				1

						埼玉県								16				33				15				-				11				7				-				9				10				5				-				3				3				-				3

						千葉県								19				39				10				2				6				2				19				16				14				2				-				1				2				2				2

						東京都								22				47				28				3				6				-				10				18				11				13				-				-				1				1				3

						神奈川県								27				71				25				-				8				25				13				35				6				7				8				8				-				2				5

						新潟県								6				6				4				2				-				-				-				2				4				-				-				-				-				-				-

						富山県								1				1				1				-				-				-				-				1				-				-				-				-				-				-				-

						石川県								4				4				2				1				1				-				-				1				1				1				1				-				-				-				-

						福井県								2				5				1				-				-				-				4				-				5				-				-				-				-				-				-

						山梨県								-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-

						長野県								5				9				5				2				-				-				2				4				2				1				-				-				-				1				1

						岐阜県								2				2				1				-				-				1				-				1				-				-				1				-				-				-				-

						静岡県								11				15				6				-				2				6				1				2				2				-				8				2				-				-				1

						愛知県								15				45				19				-				10				7				9				12				13				12				5				2				-				-				1

						三重県								6				16				11				1				1				3				-				3				-				-				11				1				-				1				-

						滋賀県								1				1				1				-				-				-				-				-				-				-				1				-				-				-				-

						京都府								3				10				3				6				-				-				1				9				1				-				-				-				-				-				-

						大阪府								20				28				14				2				2				1				9				14				7				1				-				1				3				-				2

						兵庫県								8				12				5				1				5				-				1				4				2				2				1				-				1				1				1

						奈良県								2				3				3				-				-				-				-				-				1				1				-				-				-				-				1

						和歌山県								-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-

						鳥取県								2				3				3				-				-				-				-				3				-				-				-				-				-				-				-

						島根県								1				3				3				-				-				-				-				3				-				-				-				-				-				-				-

						岡山県								6				9				1				-				6				-				2				7				-				-				2				-				-				-				-

						広島県								5				10				5				-				2				-				3				7				2				-				-				-				1				-				-

						山口県								4				6				4				-				-				2				-				3				1				2				-				-				-				-				-

						徳島県								2				4				1				-				3				-				-				2				2				-				-				-				-				-				-

						香川県								2				2				1				-				-				-				1				1				1				-				-				-				-				-				-

						愛媛県								1				2				-				-				2				-				-				2				-				-				-				-				-				-				-

						高知県								-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-

						福岡県								7				12				2				2				2				2				4				5				2				2				-				-				-				-				3

						佐賀県								-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-

						長崎県								4				8				1				-				4				-				3				3				1				-				-				-				3				-				1

						熊本県								4				8				4				-				1				3				-				6				2				-				-				-				-				-				-

						大分県								4				4				2				-				1				-				1				4				-				-				-				-				-				-				-

						宮崎県								1				7				-				-				-				7				-				6				-				-				-				-				-				1				-

						鹿児島県								2				4				4				-				-				-				-				3				-				-				-				-				-				-				1

						沖縄県								-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-





報告書

		雇用している

		現在は雇用していないが、以前に雇用したことがある

		雇用したことはない

		無回答



10.1%

9.2%

80.5%

0.3%

10.0626304802

9.2275574113

80.4592901879

0.2505219207



WK

		フィリピン

		中国

		韓国

		ブラジル

		ベトナム

		インドネシア

		ペルー

		その他



41.4%

20.9%

11.0%

8.0%

4.8%

4.6%

3.6%

5.6%

41.3654618474

20.8835341365

11.0441767068

8.0321285141

4.8192771084

4.6184738956

3.6144578313

5.6224899598



		男性

		女性



11

89



		

		雇用している コヨウ		10.0626304802

		現在は雇用していないが、以前に雇用したことがある		9.2275574113

		雇用したことはない コヨウ		80.4592901879

		無回答 ムカイトウ		0.2505219207

		総計		100

		フィリピン		41.3654618474																								総計		498		100

		中国		20.8835341365																								フィリピン		206		41.3654618474

		韓国		11.0441767068																								中国		104		20.8835341365

		ブラジル		8.0321285141																								韓国		55		11.0441767068

		ベトナム		4.8192771084																								ブラジル		40		8.0321285141

		インドネシア		4.6184738956																								ベトナム		24		4.8192771084

		ペルー		3.6144578313																								インドネシア		23		4.6184738956

		その他 タ		5.6224899598																								ペルー		18		3.6144578313

																												その他 タ		28		5.6224899598

																												タイ		7

																												台湾		7

																												ネパール		6

																												イラン		1

																												カンボジア		1

																												スペイン		1

																												フランス		1

																												メキシコ		1

																												モンゴル		1

																												南米チリ		1

																												国籍不明		1

		男性 オトコセイ		女性 オンナセイ

		11		89



外国人介護労働者の雇用状況 〔件数比率〕

雇用している外国人介護労働者の国籍と人数 〔人数合計別比率〕

雇用している外国人介護労働者の性別人数 〔全体性別比率〕

（注）性別不明の回答があるため、構成比は不明を除く有効回答数で算出
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介護の仕事を始めた理由〔複数回答〕

• 介護の仕事を始めた理由を見ると、「やりがいがある仕事だから／
人の役に立ちたかったから」（59.3％）の割合が最も高く、次に「自分
に向いていると思ったから」（42.3％）である。
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194 115 82 23 41 5 28 42 12 5

100.0 59.3 42.3 11.9 21.1 2.6 14.4 21.6 6.2 2.6
　全　　体
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厚生労働省　平成26年度 社会福祉推進事業

外国人介護労働者の就労実態調査 〔第二次調査〕

集計結果報告書（案）

平成26年11月

外国人介護労働者対象

〔発送数〕 対象外国人介護労働者 467名

〔回収数〕  194名、〔回収率〕  41.5％



集計表

		Ｑ１．性　別

		性別を見ると、「女性」（93.8％）の割合が高い。 セイベツミジョセイワリアイタカ

				　件　　　数		男　性		女　性		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		10		182		2

				100.0		5.2		93.8		1.0

		Ｑ２．年　齢

		年齢を見ると、「40～49歳」（40.2％）の割合が最も高い。 ネンレイミサイワリアイモットタカ

				　件　　　数		１９歳以下		２０～２４歳		２５～２９歳		３０～３９歳		４０～４９歳		５０～５９歳		６０歳以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		1		4		12		61		78		29		4		5

				100.0		0.5		2.1		6.2		31.4		40.2		14.9		2.1		2.6

		Ｑ３．国　籍

		国籍を見ると、「フィリピン」（46.4％）の割合が最も高く、次に「中国」（22.2％）である。 コクセキミワリアイモットタカツギチュウゴク

				　件　　　数		中　国		韓国・朝鮮		フィリピン		ブラジル		ベトナム		ペルー		アメリカ		タ　イ		インドネシア		ネパール		台　湾

		　全　　体 ゼンカラダ		194		43		17		90		16				6				5		5		1		4

				100.0		22.2		8.8		46.4		8.2		-		3.1		-		2.6		2.6		0.5		2.1

				その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		4		3

				2.1		1.5

		　その他の内容

		イギリス																												イギリス

		イラン																												イラン

		カンボジア																												カンボジア

		メキシコ																												メキシコ

		Ｑ４．在留資格の種類

		在留資格の種類を見ると、「永住者」（60.3％）の割合が最も高く、次に「日本人の配偶者」（22.7％）である。 ザイリュウシカクシュルイミエイジュウシャワリアイモットタカツギニホンジンハイグウシャ

				　件　　　数		永住者		定住者		日本人の配偶者等		留　学		人文知識・国際業務		その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		117		19		44		5				3		6

				100.0		60.3		9.8		22.7		2.6		-		1.5		3.1

		Ｑ５．滞在年数

		滞在年数を見ると、「20年以上」（27.8％）の割合が最も高く、次に「10～15年未満」（27.3％）である。 タイザイネンスウミネンイジョウワリアイモットタカツギ

				　件　　　数		３年未満		３～５年未満		５～８年未満		８～１０年未満		１０～１５年未満		１５～２０年未満		２０年以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		9		3		25		17		53		25		54		8

				100.0		4.6		1.5		12.9		8.8		27.3		12.9		27.8		4.1

		Ｑ６．最終学歴

		最終学歴を見ると、「母国の高校・専門学校卒」（48.5％）の割合が最も高く、次に「母国の大学卒」（28.9％）である。 サイシュウガクレキミワリアイモットタカツギボコクダイガクソツ

				　件　　　数		母国の大学卒		母国の高校・専門学校卒		母国の中学校卒		日本の大学・大学院卒		日本の高校・専門学校卒		日本の中学校卒		その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		56		94		13		7		13				3		8

				100.0		28.9		48.5		6.7		3.6		6.7		-		1.5		4.1

		Ｑ７．配偶者の有無

		配偶者の有無を見ると、「（配偶者が）いる」（70.1％）の割合が高い。 ハイグウシャウムミハイグウシャワリアイタカ

				　件　　　数		配偶者がいる		配偶者はいない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		136		56		2

				100.0		70.1		28.9		1.0

		Ｑ８．子どもの有無

		子どもの有無を見ると、「（子どもが）いる」（79.4％）の割合が高い。 ミコワリアイタカ

				　件　　　数		子どもがいる		子どもはいない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		154		38		2

				100.0		79.4		19.6		1.0

		Ｑ９．（１）日本語能力について／話　す ハナ

		「問題なくできる」又は「幅広い話題の会話ができる」の合計が、59.3％である。 ゴウケイ

				　件　　　数		問題なくできる		幅広い話題の会話ができる		日常会話ならできる		あいさつや簡単な会話ならできる		ほとんどできない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		69		46		63		14				2

				100.0		35.6		23.7		32.5		7.2		-		1.0

		Ｑ９．（２）日本語能力について／聞　く キ

		「問題なくできる」又は「幅広い話題の会話がわかる」の合計が、61.9％である。 ゴウケイ

				　件　　　数		問題なくできる		幅広い話題の会話がわかる		日常会話ならわかる		日常場面で相手がゆっくり話してくれたらわかる		ほとんどわからない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		69		51		48		24				2

				100.0		35.6		26.3		24.7		12.4		-		1.0

		Ｑ９．（３）日本語能力について／書　く カ

		「問題なくできる」又は「幅広い話題についてある程度明快に書ける」の合計は、20.7％である。 ゴウケイ

				　件　　　数		問題なくできる		幅広い話題についてある程度明快に書ける		日常的な話題についてある程度具体的に書ける		身近な話題について基本的な文字を使って書ける		ほとんど書けない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		23		17		64		69		18		3

				100.0		11.9		8.8		33.0		35.6		9.3		1.5

		Ｑ９．（４）日本語能力について／読　む ヨ

		「問題なくできる」又は「幅広い話題についての文がある程度読める」の合計は、36.1％である。 ゴウケイ

				　件　　　数		問題なくできる		幅広い話題についての文がある程度読める		日常的な話題についての文が読める		身近な話題について基本的な文字で書かれた文が読める		ほとんど読めない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		32		38		45		60		15		4

				100.0		16.5		19.6		23.2		30.9		7.7		2.1

		Ｑ10．勤続年数

		勤続年数を見ると、「5年以上」（36.6％）の割合が最も高い。 キンゾクネンスウミネンイジョウワリアイモットタカ

				　件　　　数		１年未満		１～２年未満		２～３年未満		３～４年未満		４～５年未満		５年以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		38		37		23		14		9		71		2

				100.0		19.6		19.1		11.9		7.2		4.6		36.6		1.0

		Ｑ11．雇用形態

		雇用形態を見ると、「パート・アルバイト等」（54.6％）の割合が高い。 コヨウケイタイミトウワリアイタカ

				　件　　　数		正規雇用		パート・アルバイト等		その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		85		106				3

				100.0		43.8		54.6		-		1.5

		Ｑ12．介護関連で取得している資格 〔複数回答〕 フクスウカイトウ

		介護関連で取得している資格を見ると、「ホームヘルパー2級」（51.5％）の割合が最も高い。 カイゴカンレンシュトクシカクミキュウワリアイモットタカ

				　件　　　数		介護福祉士		ホームヘルパー１級		ホームヘルパー２級		ホームヘルパー３級		初任者研修修了		実務者研修修了		介護職員基礎研修修了		ケアマネージャー		その他		資格や研修受講経験は無し		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		22		2		100				12		7		8		1		13		41		12

				100.0		11.3		1.0		51.5		-		6.2		3.6		4.1		0.5		6.7		21.1		6.2

		　その他の内容

		ガイドヘルパー（同２件）																												ガイドヘルパー（同２件）

		調理員（同２件）																												調理員（同２件）

		医科２級医療事務実務能力認定試験																												医科２級医療事務実務能力認定試験

		看護師																												看護師

		看護助手																												看護助手

		実技研修合格																												実技研修合格

		母国では看護士資格有																												母国では看護士資格有

		Ｑ13－１．介護の仕事を始めた理由 〔複数回答〕

		介護の仕事を始めた理由を見ると、「やりがいがある仕事だから／人の役に立ちたかったから」（59.3％）の割合が最も高く、次に「自分に向いていると思ったから」（42.3％）である。 カイゴシゴトハジリユウミシゴトヒトヤクタワリアイモットタカツギ

				　件　　　数		やりがいがある仕事だから／人の役に立ちたかったから		自分に向いていると思ったから		介護の仕事の経験があったから		通勤時間や勤務条件が自分の希望と合っていたから		他の仕事に採用されなかったから		正規職員として働けるから		友人・知り合いに誘われたから		その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		115		82		23		41		5		28		42		12		5

				100.0		59.3		42.3		11.9		21.1		2.6		14.4		21.6		6.2		2.6

		Ｑ13－２．介護の仕事を始めた理由／最重視

				　件　　　数		やりがいがある仕事だから／人の役に立ちたかったから		自分に向いていると思ったから		介護の仕事の経験があったから		通勤時間や勤務条件が自分の希望と合っていたから		他の仕事に採用されなかったから		正規職員として働けるから		友人・知り合いに誘われたから		その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		24		17		3		4				2		2		4		138

				100.0		12.4		8.8		1.5		2.1		-		1.0		1.0		2.1		71.1

		　その他の内容

		お年寄りが好きだから。																												お年寄りが好きだから。 トシヨス

		介護者を体験する。																												介護者を体験する。 カイゴシャタイケン

		ハローワークの方にすすめられた職業訓練を受けたから。																												ハローワークの方にすすめられた職業訓練を受けたから。

		介護の仕事をやってみたかったから。																												介護の仕事をやってみたかったから。

		経験を得たかったから。																												経験を得たかったから。

		高齢者と接するのが好きだから。																												高齢者と接するのが好きだから。 コウレイシャ

		今の日本一番必要な仕事です。																												今の日本一番必要な仕事です。

		紹介してもらった。																												紹介してもらった。

		親と離れていて、親の世話が出来ないから。																												親と離れていて、親の世話が出来ないから。

		人と話す事により、日本語を覚えるから。																												人と話す事により、日本語を覚えるから。

		生活の為																												生活の為

		大学院での研究分野は高齢者介護中日対比なので、日本の介護技術を身につけたい。将来中日関連する介護仕事をしたいです。																												大学院での研究分野は高齢者介護中日対比なので、日本の介護技術を身につけたい。将来中日関連する介護仕事をしたいです。

		Ｑ14．日本で介護以外の仕事をした経験

		日本で介護以外の仕事をした経験を見ると、「経験がある」（70.1％）の割合が高い。 ニホンカイゴイガイシゴトケイケンミケイケンワリアイタカ

				　件　　　数		経験がある		経験はない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		136		51		7

				100.0		70.1		26.3		3.6

		Ｑ15．現在の担当業務 〔複数回答〕（n=194）

		現在の担当業務を見ると、「食事介助、口腔ケア、排泄介助、移動介助、入浴介助、着脱介助」を担当している割合が76.3％～91.2％である。 ゲンザイタントウギョウムミショクジカイジョコウクウハイセツカイジョイドウカイジョニュウヨクカイジョチャクダツカイジョタントウワリアイ

		　その他の内容

		掃除																												掃除 ソウジ

		調理員																												調理員 チョウリイン

		ベッドメーキング、食器の片付け、見守り。																												ベッドメーキング、食器の片付け、見守り。

		リネン交換、掃除																												リネン交換、掃除 コウカンソウジ

		リハビリ体操を指導。																												リハビリ体操を指導。

		現在育児休暇中だが、それまでは上のを行っていた。																												現在育児休暇中だが、それまでは上のを行っていた。

		在日フィリピンのスタッフの指導。																												在日フィリピンのスタッフの指導。

		清掃、食事配膳																												清掃、食事配膳

		中国におけるビジネス（高齢者事業）に関する仕事。																												中国におけるビジネス（高齢者事業）に関する仕事。

		調理業務																												調理業務

		Ｑ16．介護業務レベル（n=194） カイゴ

		介護業務レベルを見ると、「問題なくできる」及び「ほとんどできる」の合計では、「介護技術」（81.9％）が最も高く、次が「業務上の専門用語の理解」（60.3％）、「引き継ぎ・申し送りの実施」（53.6％）、「利用者の家族への対応」（51.0％）、「日誌・介護記録等の作成」（35.0％）である。 モンダイオヨゴウケイモットタカ

		　その他の内容

		漢字の読み書きが一番困っています。（同５件）																												漢字の読み書きが一番困っています。（同５件） イチバンドウケン

		記録を書く時に文章がうまく書けない。（同２件）																												記録を書く時に文章がうまく書けない。（同２件）

		もっと日本語の勉強がしたいです。																												もっと日本語の勉強がしたいです。 ゴベンキョウ

		介護の境界線が難しい。																												介護の境界線が難しい。 ムズカ

		介護事故の対応や防ぐこと、もしくは減らすこと。																												介護事故の対応や防ぐこと、もしくは減らすこと。

		介護専門用語が難しい。勉強すると出来ます。																												介護専門用語が難しい。勉強すると出来ます。 デキ

		仕事が忙しくて、休みが取れないので、中国の家族となかなか会えない事です。																												仕事が忙しくて、休みが取れないので、中国の家族となかなか会えない事です。

		私が原因言語の壁の私自身の意見を表明することはできません。																												私が原因言語の壁の私自身の意見を表明することはできません。

		時々家族により外国人だからと見下されることがある。																												時々家族により外国人だからと見下されることがある。 クダ

		自分の母国語ではないので、多少方言が分からない時がある。																												自分の母国語ではないので、多少方言が分からない時がある。 コクワ

		人間関係。先輩職員（日本人）から申し送りをされていないまま、自分の業務ができなくなる嫌がらせがあった。職員間の連携が生かせなかった。																												人間関係。先輩職員（日本人）から申し送りをされていないまま、自分の業務ができなくなる嫌がらせがあった。職員間の連携が生かせなかった。 イヤイ

		日本語で日誌、記録、事故報告書、個人援助計画などの作成が困っています。																												日本語で日誌、記録、事故報告書、個人援助計画などの作成が困っています。 ニホン

		利用者対するコミュニケーシュンが難しいと思います。																												利用者対するコミュニケーシュンが難しいと思います。

		理解をする事が出来ない事もある。																												理解をする事が出来ない事もある。

		Ｑ17．（１）　夜勤の実施状況

		夜勤の実施状況を見ると、「実施していない」（54.6％）の割合が高い。 ミジッシワリアイタカ

				　件　　　数		実施している		実施していない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		80		106		8

				100.0		41.2		54.6		4.1

		Ｑ17.（２）　月間夜勤回数

		Ｑ17．夜勤の実施状況…「実施している」と回答した者対象 タイショウ

		月間夜勤回数を見ると、「（月）5回」（35.0％）の割合が最も高い。 ミツキカイワリアイモットタカ

				　件　　　数		１　回		２　回		３　回		４　回		５　回		６～９回		１０回以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		80				1		11		27		28		12		1

				100.0		-		1.3		13.8		33.8		35.0		15.0		1.3		-

		Ｑ17．（３）夜勤１回あたりの平均労働時間

		Ｑ17．夜勤の実施状況…「実施している」と回答した者対象 タイショウ

		夜勤１回あたりの平均労働時間を見ると、「（1回）11時間以上」（71.3％）の割合が最も高い。 ミカイジカンイジョウワリアイモットタカ

				　件　　　数		６時間以下		７～８時間		９～１０時間		１１時間以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		80				14		3		57		6

				100.0		-		17.5		3.8		71.3		7.5

		Ｑ18．就労後の介護の学習方法 〔複数回答〕

		就労後の介護の学習方法を見ると、「施設の中で研修を受けている」（57.7％）の割合が最も高い。 ミシセツナカケンシュウウワリアイモットタカ

				　件　　　数		ＯＪＴ		施設の中で研修を受けている		施設の外で研修を受けている		参考書やインターネット等により自分で勉強している		その他		介護の勉強をする時間の余裕がない		特に介護の勉強はしていない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		45		112		40		55		11		30		30		6

				100.0		23.2		57.7		20.6		28.4		5.7		15.5		15.5		3.1

		　その他の内容

		テレビで勉強している。																												テレビで勉強している。 ベンキョウ

		専門学校で３カ月。																												専門学校で３カ月。 センモンガッコウ

		ネットでたまに見るぐらい。																												ネットでたまに見るぐらい。

		ホームヘルパー免許証取りたい。																												ホームヘルパー免許証取りたい。

		会社のトレーニング																												会社のトレーニング

		施設内研修を日本の人と一緒に受けている。																												施設内研修を日本の人と一緒に受けている。

		持っている参考書を見かえしたり等。																												持っている参考書を見かえしたり等。

		職員様協力してくれる。（言葉を教えてくれる、辞書を調べる。																												職員様協力してくれる。（言葉を教えてくれる、辞書を調べる。

		人のすることを見たり聞きながら、自分で行っている。																												人のすることを見たり聞きながら、自分で行っている。

		専門学校で勉強をしています。																												専門学校で勉強をしています。

		大学で、介護技術の授業を履修している。																												大学で、介護技術の授業を履修している。

		Ｑ19．１週間あたりの介護の勉強時間

		１週間あたりの介護の勉強時間を見ると、「1時間」（21.6％）の割合が最も高い。 ミジカンワリアイモットタカ

				　件　　　数		１時間		２～３時間		４～５時間		６～９時間		１０～１４時間		１５～１９時間		２０時間以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		42		35		12		11		9		3		21		61

				100.0		21.6		18.0		6.2		5.7		4.6		1.5		10.8		31.4

		Ｑ20．就労後の日本語の学習について 〔複数回答〕

		就労後の日本語の学習を見ると、「ニュース等のテレビ番組を見ている」（56.2％）の割合が最も高い。 ミナドバングミミワリアイモットタカ

				　件　　　数		施設の支援による日本語教師等の指導や日本語学校への通学		支援団体等からの日本語学習支援を受けている		個人的に日本語学校等に通っている		テレビ・ラジオ講座等を利用している		市販の教材を使っている		インターネットを使っている		ニュース等のテレビ番組を見ている		日本語の新聞、雑誌を読んでいる		近所の日本人と話すようにしている		その他		日本語の学習をする時間の余裕がない

		　全　　体 ゼンカラダ		194		13		19		15		32		32		44		109		42		101		15		15

				100.0		6.7		9.8		7.7		16.5		16.5		22.7		56.2		21.6		52.1		7.7		7.7

				特に日本語学習はしていない		日本語能力は十分にあるため、学習の必要はない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		13		17		10

				6.7		8.8		5.2

		　その他の内容

		ＳＥＬＦ　ＳＴＵＤＹ																												ＳＥＬＦ　ＳＴＵＤＹ

		コミュニティセンターに行っている。																												コミュニティセンターに行っている。 イ

		利用者とコミュニケーション。																												利用者とコミュニケーション。 リヨウシャ

		介護の参考書を読んで、介護用専門用語を学習している。																												介護の参考書を読んで、介護用専門用語を学習している。

		会社のトレーニング。																												会社のトレーニング。

		月に４回ボランティアの日本語講座に行っている。																												月に４回ボランティアの日本語講座に行っている。 コウザ

		施設のスタッフや家族																												施設のスタッフや家族

		自分の国で日本語を勉強した。中国の日系企業の勤務経験あり。																												自分の国で日本語を勉強した。中国の日系企業の勤務経験あり。 ホンケイケン

		辞書を調べる。働きながら勉強する。																												辞書を調べる。働きながら勉強する。

		職員と会話して楽しんでいます。																												職員と会話して楽しんでいます。

		身の周りの職員や利用者に教えて貰っている。																												身の周りの職員や利用者に教えて貰っている。

		専門学校で勉強をしています。																												専門学校で勉強をしています。

		日本語勉強したいが、自国の村に学校はない。																												日本語勉強したいが、自国の村に学校はない。 ジコク

		日本語のボランティア。																												日本語のボランティア。

		夫から日本語を教わっている。																												夫から日本語を教わっている。 オソ

		Ｑ21．１週間あたりの日本語の勉強時間

		１週間あたりの日本語の勉強時間を見ると、「1時間」（17.0％）の割合が最も高い。 ミジカンワリアイモットタカ

				　件　　　数		１時間		２～３時間		４～５時間		６～９時間		１０～１４時間		１５～１９時間		２０時間以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		33		22		19		18		16		4		16		66

				100.0		17.0		11.3		9.8		9.3		8.2		2.1		8.2		34.0

		Ｑ22．日本の文化を理解するために心掛けていること 〔複数回答〕

		日本の文化を理解するために心掛けていることを見ると、「日本の社会・文化に関するテレビ番組等を見ている」（59.3％）の割合が最も高い。 ミニホンシャカイブンカカンバングミトウミワリアイモットタカ

				　件　　　数		友人を増やすようにしている		祭り等地域の行事等に参加している		日本の社会・文化に関するテレビ番組等を見ている		日本の社会・文化を理解するために旅行をしている		茶道、生け花等日本固有のものを習っている		その他		特に心がけていることはない		日本の文化に対する理解は十分なため、学習の必要はない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		106		101		115		55		14		8		15		4		4

				100.0		54.6		52.1		59.3		28.4		7.2		4.1		7.7		2.1		2.1

		　その他の内容

		季節の行事に参加している。																												季節の行事に参加している。

		地域ボランティアの介護予防サポートとして活用している。																												地域ボランティアの介護予防サポートとして活用している。

		外国人妻の会で１ケ月１回。																												外国人妻の会で１ケ月１回。

		日本の歴史、地理を学習している。																												日本の歴史、地理を学習している。

		日本人の夫に色々、教わっている。（都度）必要に応じて。																												日本人の夫に色々、教わっている。（都度）必要に応じて。

		日本文学（小説）を読んで、日本人の民族性と価値感を知る。																												日本文学（小説）を読んで、日本人の民族性と価値感を知る。

		夫からＮＨＫなどで教っている。（大河ドラマ）																												夫からＮＨＫなどで教っている。（大河ドラマ）

		本を読んでいます。																												本を読んでいます。 ヨ

		Ｑ23．１週間あたりの日本文化の勉強時間

		１週間あたりの日本文化の勉強時間を見ると、「1時間」（17.0％）の割合が最も高い。 ミジカンワリアイモットタカ

				　件　　　数		１時間		２～３時間		４～５時間		６～９時間		１０～１４時間		１５～１９時間		２０時間以上		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		33		22		21		12		14		3		10		79

				100.0		17.0		11.3		10.8		6.2		7.2		1.5		5.2		40.7

		Ｑ24．日本語能力試験（ＪＬＰＴ）について

		日本語能力試験の合否状況を見ると、「合格していない」（64.4％）の割合が高い。 ニホンゴノウリョクシケンゴウヒジョウキョウミゴウカクワリアイタカ

				　件　　　数		合格した		合格していない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		36		125		33

				100.0		18.6		64.4		17.0

		Ｑ25．（１）日本語能力試験に合格した級

		Ｑ24．日本語能力試験（ＪＬＰＴ）について…「合格した」と回答した者対象 タイショウ

		Q24で日本語能力試験に「合格した」と回答した36名の級取得状況を見ると、「N1」及び「N2」の割合が共に33.3％である。

				　件　　　数		　Ｎ１		　Ｎ２		　Ｎ３		　Ｎ４		　Ｎ５		　その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		36		12		12		6		3		1		2

				100.0		33.3		33.3		16.7		8.3		2.8		5.6		-

		　その他の内容

		２級																												２級

		３級																												３級

		Ｑ25．（２）日本語能力試験の合格時期

		Ｑ24．日本語能力試験（ＪＬＰＴ）について…「合格した」と回答した者対象 タイショウ

		日本語能力試験の合格時期を見ると、「2010年」（25.0％）の割合が最も高い。 ニホンゴノウリョクシケンゴウカクジキミネンワリアイモットタカ

				　件　　　数		２０００年以前		～２００５年		～２０１０年		２０１１年		２０１２年		２０１３年		２０１４年		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		36		7		8		9		4		4		1		3

				100.0		19.4		22.2		25.0		11.1		11.1		2.8		8.3		-

		Ｑ26．介護業務上の日本語の課題（n=194） カイゴギョウムジョウニホンゴカダイ

		介護業務上の日本語の課題を見ると、「（困っていることが）とても多い」及び「困っていることがある」の合計が最も高いのは、「カンファレンスの記録作成」（43.8％）である。次に「言葉の微妙な使い方や意味」（34.5％）、「介護記録等の記載内容の理解」（33.5％）である。

		　その他の内容

		ふりがなをつけてほしい。（同２件）																												ふりがなをつけてほしい。（同２件） ドウケン

		ひらがなは読めるが、カタカナ、漢字は読めない。																												ひらがなは読めるが、カタカナ、漢字は読めない。 ヨカンジヨ

		介護専門用語が理解できないです。だから記録と申し送りするときにすごく不安です。																												介護専門用語が理解できないです。だから記録と申し送りするときにすごく不安です。 センモンヨウリカイキロク

		介護の専門用語が読めずに意味が理解出来ない事がある。																												介護の専門用語が読めずに意味が理解出来ない事がある。

		外来語の専門用語が分かりにくい。																												外来語の専門用語が分かりにくい。

		漢字を書くことが出来ない。																												漢字を書くことが出来ない。

		困った時は職員に聞くと８０％は優しく答える。																												困った時は職員に聞くと８０％は優しく答える。

		自分の発音が聞き取れない。																												自分の発音が聞き取れない。

		書き方がよくできない。																												書き方がよくできない。

		書く時に専門用語が難しい。																												書く時に専門用語が難しい。 ムズカ

		専門用語が理解ができない。																												専門用語が理解ができない。

		長い文章は分からないので短い言葉で説明してもらう。書けない。読めない。																												長い文章は分からないので短い言葉で説明してもらう。書けない。読めない。

		文章の作成が難しい。																												文章の作成が難しい。

		理解と書く事。																												理解と書く事。

		Ｑ27．生活・習慣上の課題（n=194） セイカツシュウカンジョウカダイ

		生活・習慣上の課題を見ると、「（困っていることは）全くない」及び「あまりない」の合計が65％を超えたのは、9項目中5項目である。その他の項目では、「母国に残した家族の健康や家計」（56.7％）、「仕事の進め方への考え方の違い」（57.7％）、「休暇の取り方の違い」（60.8％）、「母国からの家族の呼び寄せ」（60.9％）である。 コウモクチュウコウモク

		　その他の内容

		キリストを信じているので日曜日は休みたいです。																												キリストを信じているので日曜日は休みたいです。 シンニチヨウビ

		一時帰国の為に、休暇が取れるのか分からない。長い間休むことはできるのか。																												一時帰国の為に、休暇が取れるのか分からない。長い間休むことはできるのか。

		母国の父や母の健康、弟達の生活について、いつも心配している。																												母国の父や母の健康、弟達の生活について、いつも心配している。

		Ｑ28．介護業務や仕事上の課題（n=194） カイゴギョウムシゴトジョウカダイ

		介護業務の課題を見ると、「困っていることがとても多い」及び「困っていることがある」の合計が最も高いのは、「記録の作成の悩み」（40.7％）であり、次いで「ヒヤリ・ハット」（22.7％）である。一方、「（困っていることは）あまりない」及び「全くない」の合計が最も高いのは、「利用者や家族からのクレーム」（60.8％）、次いで「介護技術の悩み」と「接遇技術の悩み」（共に53.6％）である。
介護業務以外の仕事上の課題を見ると、「困っていることはあまりない」及び「困っていることは全くない」の合計が70％以上である

		　その他の内容

		施設の方からブラジル人にも、もっと介護の仕事の技術が伸びるよう力を入れてほしい。																												施設の方からブラジル人にも、もっと介護の仕事の技術が伸びるよう力を入れてほしい。 シセツノ

		家のこと大変。																												家のこと大変。 タイヘン

		外国人介護労働者の処遇について、全然聞いたことないです。																												外国人介護労働者の処遇について、全然聞いたことないです。 カイゴ

		研修のレポートを日本語できちんと作成できない。自動車通勤だが、交通費が安く、ガソリン代に満たない。パート、正職員で福利厚生面で差別がある。																												研修のレポートを日本語できちんと作成できない。自動車通勤だが、交通費が安く、ガソリン代に満たない。パート、正職員で福利厚生面で差別がある。

		腰を痛めるので毎日働くことが、できない。みんなコルセットしている。																												腰を痛めるので毎日働くことが、できない。みんなコルセットしている。

		腰痛とあざが増え、体力が不足でしんどい。																												腰痛とあざが増え、体力が不足でしんどい。

		今は、外国人は一人だけです。																												今は、外国人は一人だけです。

		職員不足の為、ほとんどの利用者の方が満足な生活が出来ていない。																												職員不足の為、ほとんどの利用者の方が満足な生活が出来ていない。 カタ

		日本人と利用者の人間関係はあまり良くない。（ケアの仕方に問題があります）																												日本人と利用者の人間関係はあまり良くない。（ケアの仕方に問題があります）

		分からなくて強い言葉で言われるが、分からないふりをするので大丈夫。																												分からなくて強い言葉で言われるが、分からないふりをするので大丈夫。

		Ｑ29．日本で介護職員として働きたい期間

		日本で介護職員として働きたい期間を見ると、「わからない」（26.8％）の割合が最も高い。 ミワリアイモットタカ

				　件　　　数		半年位続けたい		１～２年位続けたい		３～５年位続けたい		６～１０年位続けたい		１１～２０年位続けたい		２１年以上続けたい		わからない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		2		7		29		27		29		42		52		6

				100.0		1.0		3.6		14.9		13.9		14.9		21.6		26.8		3.1

		Ｑ30．将来の人生設計について

		Ｑ29．日本で介護職員として働きたい期間…「今後も働き続けたい」と回答した者対象 タイショウ

		将来の人生設計を見ると、「日本に留まる」（59.6％）の割合が最も高い。 ショウライジンセイセッケイミワリアイモットタカ

				　件　　　数		母国に帰国する		日本に留まる		わからない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		136		20		81		33		2

				100.0		14.7		59.6		24.3		1.5

		Ｑ31．帰国後の計画について 〔複数回答〕

		Ｑ30．将来の人生設計について…「母国に帰国する」と回答した者対象 タイショウ

		帰国後の計画を見ると、「母国で介護の仕事で働く」（35.0％）の割合が最も高い。 キコクゴケイカクミワリアイモットタカ

				　件　　　数		母国で介護の仕事で働く		母国で介護とは別の、日本語を生かせる仕事で働く		母国で介護とは別の、日本語が生かせない仕事で働く		日本以外の外国で働く		母国で結婚する		母国で家族の世話をする		進学する		その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		20		7		6		2				1		6				2

				100.0		35.0		30.0		10.0		-		5.0		30.0		-		10.0		-

		　その他の内容

		帰国今ところ考えていない。																												帰国今ところ考えていない。

		将来不満だから。																												将来不満だから。

		特に決めていない。（同２件）																												特に決めていない。（同２件） ドウケン

		日本で働きたい																												日本で働きたい ハタラ

		日本の華道（池の坊）を教えたいです。																												日本の華道（池の坊）を教えたいです。

		Ｑ32．日本での計画について 〔複数回答〕

		Ｑ30．将来の人生設計について…「日本に留まる」と回答した者対象 タイショウ

		日本での計画を見ると、「介護の仕事でスキルアップを目指す」（82.7％）の割合が最も高い。 ニホンケイカクミワリアイモットタカ

				　件　　　数		介護の仕事でスキルアップを目指す		進学する		今とは別の介護施設に転職する		介護以外の仕事をする		結婚する		その他		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		81		67		7		5		8		5		3		1

				100.0		82.7		8.6		6.2		9.9		6.2		3.7		1.2

		　その他の内容

		まだわからない。																												まだわからない。

		介護の仕事を出来る限り続けたい。																												介護の仕事を出来る限り続けたい。 デキカギ

		介護福祉士の資格をとりたい。																												介護福祉士の資格をとりたい。 シカク

		現在の仕事が続けられるまで働きたい。																												現在の仕事が続けられるまで働きたい。

		体力的に厳しくなったら他の仕事に就く。																												体力的に厳しくなったら他の仕事に就く。

		池の坊で先生の資格がとれたのでお花関係の仕事がしたい。																												池の坊で先生の資格がとれたのでお花関係の仕事がしたい。

		長時間の介護仕事で、腰が痛くなってしまった。悩んでいるところです。（日本人から差別させたくないから、頑張りすぎかもしれない。）																												長時間の介護仕事で、腰が痛くなってしまった。悩んでいるところです。（日本人から差別させたくないから、頑張りすぎかもしれない。）

		Ｑ33．介護職として継続就労する上での課題や不安 ケイゾクシュウロウウエ

		介護職として継続就労する上での課題や不安の程度を見ると、「よくある」及び「ときどきある」の合計が53.6％で最も高い。

				　件　　　数		よくある		ときどきある		ほとんどない		まったくない		　無　回　答

		　全　　体 ゼンカラダ		194		25		79		56		22		12

				100.0		12.9		40.7		28.9		11.3		6.2

		Ｑ34．介護職として継続就労する上での課題や不安の理由 〔複数回答〕（n=104）

		介護職として継続就労する上での課題や不安の理由を見ると、「身体的負担が大きいから」（63.5％）が最も高く、次に「仕事のわりに賃金が低いから」（49.0％）、「仕事が忙しすぎるから」（36.5％）、「労働時間が不規則であるから」（30.8％）である。 カイゴショクケイゾクシュウロウウエカダイフアンリユウミモット

		　文化・生活習慣の違いの内容

		６５才を過ぎて、現在嘱託で勤務しているが、いつまで働けるか不安。																												６５才を過ぎて、現在嘱託で勤務しているが、いつまで働けるか不安。

		喜怒哀楽の違い。																												喜怒哀楽の違い。

		健康的に不安を感じている。																												健康的に不安を感じている。

		腰などの痛みがある。年齢と共に介護の仕事はいつまで続けられるか不安です。																												腰などの痛みがある。年齢と共に介護の仕事はいつまで続けられるか不安です。

		　その他の内容

		外国人にとって、差別は介護職だけではなく、どこの職場にも多少あると思います。（特別な才能を持ってる人物を除く）																												外国人にとって、差別は介護職だけではなく、どこの職場にも多少あると思います。（特別な才能を持ってる人物を除く）

		子供が一人で中国にいるので心配だから。																												子供が一人で中国にいるので心配だから。

		自分が目指している理想の介護（北欧のような介護）と違う。施設での集団生活によって、ひとり一人の意思を尊重した上の介護は、現実には難しく、できないことを痛感する。																												自分が目指している理想の介護（北欧のような介護）と違う。施設での集団生活によって、ひとり一人の意思を尊重した上の介護は、現実には難しく、できないことを痛感する。

		主人が一人っ子のため、中国にいる両親が心配。いずれは介護で戻らねばならないが、日本で子供を２人産んで日本で育ったので、戻る時期に子供の生活にも不安を感じてしまう。																												主人が一人っ子のため、中国にいる両親が心配。いずれは介護で戻らねばならないが、日本で子供を２人産んで日本で育ったので、戻る時期に子供の生活にも不安を感じてしまう。 ヒトリ

		前職の経験と学歴があまり役に立たない。給料が低いから。																												前職の経験と学歴があまり役に立たない。給料が低いから。

		Ｑ35．介護職として継続就労するために必要な改善や支援（n=194） ヒツヨウカイゼンシエン

		介護職として継続就労するために必要な改善や支援を見ると、「とても必要」及び「どちらかと言うと必要」の合計が最も高いのは、「介護技術の向上」（72.7％）であり、次いで「介護に関する資格取得」（70.6％）、「日本語コミュニケーション能力の向上」（68.6％）、「記録作成の向上」（64.4％）、「処遇の改善」（55.7％）、「メンタルヘルス面への支援」（52.6％）である。

		　その他の内容

		昇給またはＤスタッフの追加。																												昇給またはＤスタッフの追加。

		介護の本は、漢字とフリガナで書いて有れば、ありがたいと思います。																												介護の本は、漢字とフリガナで書いて有れば、ありがたいと思います。

		もっと日本語を勉強したい。																												もっと日本語を勉強したい。

		介護の資格試験を英語で受験できるようにしてほしい。																												介護の資格試験を英語で受験できるようにしてほしい。

		介護の専門用語と読み方と意味を教えて欲しい。																												介護の専門用語と読み方と意味を教えて欲しい。

		介護福祉の資格がほしいです。誰も教えてくれない。																												介護福祉の資格がほしいです。誰も教えてくれない。 ダレ

		介護技術については問題ないが、日本語で介護記録を書いたり、申し送りの文書を作ったり、研修報告をしたりするのが大変で回りの手助けが必要です。																												介護技術については問題ないが、日本語で介護記録を書いたり、申し送りの文書を作ったり、研修報告をしたりするのが大変で回りの手助けが必要です。

		帰省するために休暇の取り方に支援してほしい。																												帰省するために休暇の取り方に支援してほしい。

		腰痛があるので、重い人のトランスに無理が出ている。本当に辛く思います。要支援１・２、あるいは要介護１・２くらいなら続けるかな。																												腰痛があるので、重い人のトランスに無理が出ている。本当に辛く思います。要支援１・２、あるいは要介護１・２くらいなら続けるかな。

		試験の漢字にふりがなをつけてほしい。																												試験の漢字にふりがなをつけてほしい。

		持っている技術や経験なとを生かせる仕事であれば、長く続けたいです。																												持っている技術や経験なとを生かせる仕事であれば、長く続けたいです。

		出来れば介護福祉士国家試験申し込みをした外国人の方に全員試験の時間増やしてほしい。ＥＰＡの方とおなじ対応した方ほうがいいな…と思います。																												出来れば介護福祉士国家試験申し込みをした外国人の方に全員試験の時間増やしてほしい。ＥＰＡの方とおなじ対応した方ほうがいいな…と思います。

		職員にも優しさを。																												職員にも優しさを。 ヤサ

		賃金の値上げ。																												賃金の値上げ。 ネ

		日本人との人間関係。																												日本人との人間関係。
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84.0
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41.8


 


45.4


 


32.0


 


56.7


 


14.4


 


7.7


 


29.4


 


32.5


 


10.3


 


1.0


 


5.7


 


1.0


0% 20% 40% 60% 80% 100%


食事介助


口腔ケア


排泄介助


移動介助


入浴介助


着脱介助


服薬介助


介護記録の作成


申し送り


月例会議への参加


レクリエーションの実施


たんの吸引等


個人援助計画の作成


利用者の家族への対応


事故報告書やヒヤリ・


ハット報告書の作成


現場の介護スタッフ


への技術指導


マネジメント業務


その他


無回答




 


27.8


 


12.9


 


7.7


 


17.0


 


54.1


 


47.4


 


27.3


 


36.6


 


8.8


 


27.3


 


33.0


 


19.1


 


20.1


 


3.6


 


1.5


 


2.1


 


19.1


 


16.5


 


17.0


 


7.2


 


8.8


 


9.3


 


9.3


 


9.8


 


13.4


 


37.6


 


3.1


 


1.0


 


0.5


 


1.0


0% 20% 40% 60% 80% 100%


介護技術


業務上の専門用語の理解


日誌・介護記録等の作成


引き継ぎ・申し送りの実施


利用者の家族への対応


問題なくできる ほとんどできる あまりできない


全くできない やったことがない 無回答




 


2.1


 


3.1


 


4.6


 


4.1


 


6.7


 


2.1


 


20.1


 


13.4


 


9.3


 


18.0


 


23.7


 


29.9


 


22.7


 


14.4


 


11.9


 


23.7


 


20.1


 


18.0


 


22.7


 


25.8


 


25.3


 


23.7


 


27.8


 


26.8


 


24.2


 


24.7


 


32.5


 


30.9


 


34.5


 


27.8


 


22.2


 


28.9


 


24.7


 


36.1


 


12.9


 


24.2


 


24.7


 


29.4


 


18.0


 


12.9


 


13.9


 


16.5


 


19.6


 


18.6


 


9.8


 


12.4


 


9.3


 


26.8


4.6


6.7


4.1


4.1


6.7


4.6


9.3


5.2


6.2


6.2


 


1.0


 


5.7


0% 20% 40% 60% 80% 100%


利用者の発音の聞き取り


方言の聞き取り


言葉の微妙な使い方や意味


日本人職員等の早口の聞き取り


仕事上の電話対応


申し送り等の聞き取り


カンファレンスの記録作成


介護記録等の記載内容の理解


専門用語が理解できない


日本人職員の指導時間の増大


困っていることがとても多い 困っていることがある どちらとも言えない


困っていることはあまりない 困っていることは全くない 無回答




 


2.6


 


1.5


 


5.2


 


2.1


 


3.1


 


4.1


 


6.7


 


9.8


 


8.2


 


6.2


 


10.3


 


13.9


 


20.6


 


24.2


 


25.8


 


22.2


 


20.6


 


20.1


 


16.0


 


20.1


 


19.6


 


23.2


 


24.7


 


24.2


 


25.3


 


22.7


 


24.2


 


21.6


 


19.1


 


18.6


 


41.8


 


41.8


 


33.5


 


40.7


 


38.1


 


42.3


 


52.1


 


41.8


 


38.1


5.2


6.7


5.2


5.7


5.2


5.2


7.2


5.7


5.7


 


0.5


 


1.0


 


0.5


 


2.6


 


5.2


 


2.1


0% 20% 40% 60% 80% 100%


仕事上での時間感覚の違い


プライベートでの時間感覚の違い


仕事の進め方への考え方の違い


職場・生活での宗教上の習慣の違い


休暇の取り方の違い


ホームシックなどメンタルヘルス面


住居について


母国からの家族の呼び寄せ


母国に残した家族の健康や家計


困っている事がとても多い 困っている事がある どちらとも言えない


困っている事はあまりない 困っている事は全くない 無回答




 


4.1


 


3.6


 


2.1


 


3.1


 


16.0


 


3.6


 


1.5


 


0.5


 


0.0


 


18.6


 


5.7


 


14.4


 


13.4


 


24.7


 


8.8


 


14.4


 


8.8


 


12.4


 


32.0


 


24.2


 


22.7


 


23.2


 


26.8


 


20.1


 


21.6


 


21.6


 


28.9


 


31.4


 


21.6


 


30.9


 


32.0


 


32.0


 


16.0


 


27.3


 


26.8


 


26.8


 


21.6


 


22.2


 


13.4


 


29.9


 


21.6


 


21.6


 


11.9


 


33.0


 


30.4


 


44.3


 


34.0


 


28.4


10.3


5.7


7.2


6.7


4.6


7.2


5.2


6.2


6.2


5.7


 


0.0


 


1.0


0% 20% 40% 60% 80% 100%


ヒヤリ・ハット


利用者や家族からのクレーム


介護技術の悩み


接遇技術の悩み


記録の作成の悩み


離職についての悩み


日本人職員との人間関係の悩み


他の外国人との人間関係の悩み


処遇への日本人職員からの不満


処遇に対する不満


困っている事がとても多い 困っている事がある どちらとも言えない


困っている事はあまりない 困っている事は全くない 無回答




 


49.0


 


30.8


 


36.5


 


1.9


 


17.3


 


63.5


 


26.9


 


6.7


 


11.5


 


1.0


 


0.0


 


4.8


 


5.8


 


11.5


 


14.4


 


16.3


 


4.8


 


4.8


 


4.8


0% 20% 40% 60% 80%


仕事の割に賃金が低いから


労働時間が不規則であるから


仕事が忙しすぎるから


介護業務になじめないから


休暇が少ない・休暇


が取りにくいから


身体的負担が大きいから


精神的負担が少ないから


日本人職員との関係


がうまくいかないから


他の日本人職員と差別的な


扱いを受けたから


他の外国人介護職よりも


待遇が悪いから


利用者や利用者の家族との


関係がうまくいかないから


家族を呼び寄せた後の


生活に不安があるから


母国との文化、生活、習慣が


違い、日本になじめないから


キャリアアップ等への


支援が少ないから


自分自身の介護技術が


まだ下手だから


自分自身の日本語コミュニケー


ション能力があまりないから


母国の家族等から帰国


するように言われるから


その他


無回答




 


42.8


 


39.2


 


26.8


 


22.7


 


15.5


 


39.2


 


34.0


 


21.6


 


25.8


 


33.5


 


28.9


 


29.9


 


20.1


 


31.4


 


30.4


 


23.7


 


5.2


 


6.7


 


19.1


 


17.5


 


18.6


 


10.8


 


12.9


 


13.4
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11.9


14.4


14.4


 


3.1


 


11.3


 


3.6


0% 20% 40% 60% 80% 100%


日本語コミュニケーション能力の向上


介護技術の向上支援


処遇の改善


メンタルヘルス面への支援


住居についての支援


介護に関する資格取得


記録作成の向上


日本人職員との人間関係の改善


とても必要だと思う どちらかと言うと必要だと思う わからない


あまり必要だとは思わない 必要だとは思わない 無回答






外国人介護労働者の雇用理由（n=169）

• 雇用理由を見ると、「とてもそう思う」及び「ややそう思う」の合計が高いのは、「就労意欲が高
い」（52.1％）、「日本人職員の雇用が困難」（45.0％）である。一方、「全くそう思わない」又は「あ
まりそう思わない」の合計が高いのは、「人件費を抑えることができる」（69.8％）である。

9



日本で介護職員として働きたい期間

• 日本で介護職員として働きたい期間を見ると、「わからない」
（26.8％）の割合が最も高い。

　

件

　

　

　

数

半

年

位

続

け

た

い

１
～

２

年

位

続

け

た

い

３
～

５

年

位

続

け

た

い

６
～

１

０

年

位

続

け

た

い １

１
～

２

０

年

位

続

け

た

い

２

１

年

以

上

続

け

た

い

わ

か

ら

な

い

　

無

　

回

　

答

194 2 7 29 27 29 42 52 6

100.0 1.0 3.6 14.9 13.9 14.9 21.6 26.8 3.1
　全　　体
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現在の担当業務〔複数回答〕（n=194）
• 現在の担当業務を見ると、「食事介助、口腔ケア、排泄介助、移動介助、入浴介助、着脱介助」
を担当している割合が76.3％～91.2％である。

11



外国人介護労働者に対する期待度（n=169）

12



３．経済連携協定（ＥＰＡ）による介護福祉士候補者の受入れ

○受入れの趣旨

・候補者の受入れは、経済活動の連携強化の観点から、二国間の協定に基づき、

公的な枠組みで特例的に行うものであり、介護分野における労働力不足への対応

のために行うものでない

・介護福祉士資格の取得を目的とした活動を行うことで入国が許されるもの

・国家資格取得前については、受入れ施設が国家資格の取得を目標とした適切な

研修を実施することが重要となる

・候補者は、介護福祉士の資格の取得に必要な知識及び技術の修得に精励すると

ともに、取得後は両国の保健医療及び福祉の発展に貢献するよう、努めるものと

する

13



【看護】
看護師資格及び
実務経験2年
【介護】
「看護学校卒業」又は
「高等教育機関卒業及
び介護士認定」

【看護】
看護師資格及び
実務経験3年
【介護】
「看護学校卒業」又は
「4年制大学卒業及び
介護士認定」

【看護】
看護師資格，3年制は
4年制の看護課程修了
及び実務経験2年
【介護】
3年制又は4年制の
看護課程修了

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン

ベ
ト
ナ
ム

受
入
れ
施
設
と
候
補
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

入
国

（
看
護
師
は
３
年
間
，
介
護
福
祉
士
は
４
年
間
の
滞
在
）

訪
日
前
日
本
語
研
修
（６
か
月
間
）

訪
日
後
日
本
語
等
研
修
（６
か
月
間
）

訪
日
後
日
本
語
等

研
修
（２
か
月
半
）

訪
日
前
日
本
語

研
修
（12
か
月
間
）

（
滞
在
期
間
の
更
新
に
制
限
な
し
）

看
護
師
・介
護
福
祉
士
と
し
て
就
労

（
再
受
験
目
的
の
来
日
可
）

帰
国

合
格

不
合
格

国
家
試
験
受
験

（
看
護
師
は
３
回
，
介
護
福
祉
士
は
１
回
）

受
入
れ
施
設
に
お
け
る
就
労
・研
修

※ 日本語能力試験N2以上の候補者は日本語研修を免除。

日
本
語
能
力
試
験

Ｎ
５
程
度
以
上

日
本
語
能
力
試
験

Ｎ
３
以
上
に
合
格

日
本
語
能
力
試
験

Ｎ
５
程
度
以
上

経済連携協定に基づく看護師・介護福祉士候補者受入れ概要
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介護福祉士候補者受入れ機関・施設の主な要件

1. 定員30名以上の介護保険三施設、一定の条件を満たすサテライト型施

設、地域密着型施設、有料老人ホーム等

2. 常勤介護職員の4割以上が介護福祉士有資格者であること。

3. 候補者に対して日本人と同等以上の報酬を支払うこと。

4. 国家試験受験に配慮した介護研修計画書を作成すること。

5. 研修責任者（※）、研修支援者の配置等研修体制を確保すること。

（※）原則として、5年以上介護業務の経験及び介護福祉士有資格者。

6. 定期（随時）報告の提出、巡回訪問への協力を拒否したことがないこと。

等

15



○受入れの状況

・来日の理由

候補者 家族を経済的に助ける、政府間なので安心、進んだ技術を学ぶ

アジアの先進国、日本が好き、規律

帰国して介護施設を経営、家族のほまれ

・受入れの理由

施設 国際貢献、将来の外国人介護士受入れのテストケース

職場の活性化、人員不足への対応

16



ＥＰＡ候補者を受入れた目的

• 「ＥＰＡ候補者を受入れた目的」について質問したところ、「国際貢献・国際交流
のため」262件、「将来の外国人看護師・介護福祉士の受入れのテストケースの
ため」244件、「職場の活性化のため」268件、「看護補助者・介護職員の人員不
足の解消のため」270件という回答があった。

候補者の受入れ目的について（複数回答）年度比較

17
 

※出典：平成28年度巡回訪問調査



28.2%

35.6%

30.5%

29.9%

56.8%

46.6%

55.5%

46.4%

13.9%

17.0%

12.1%

19.7%

1.1%

0.8%

1.5%

4.0%

国際貢献・交流

将来の外国人介護士受入れ

のテストケース

職場の活性化

人員不足の解消

候補者受入れ目的の達成状況（介護福祉士候補者）

「達成」又は「概ね達成」の割合は、「職場の活性化」が約9割、
「国際貢献（交流）」、「外国人受入テストケース）」が8割以上、
「人員不足解消」が約8割。

※出典：平成28年度巡回訪問調査

達成している 概ね達成している
どちらとも
言えない

あまり
達成していない
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20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

受入実績数 求人数

EPA介護福祉士候補者の求人数と受入れ人数の推移
（インドネシア人・フィリピン人・ベトナム人）

（年度）

平成28年度までに2777名を受入れ。29年度受入れは700名超の見込み。
近年は、介護福祉士候補者の受入れ数が急増。

（人）

インドネシア人
受入れ開始

フィリピン人
受入れ開始

ベトナム人
受入れ開始

（見込み）

（※）平成２９年度受入れ人数は、尼比は訪日前日本語研修中、越はマッチング中のため、見込み数。 19



平成29年度 受入れ施設種別の受入れ人数割合（見込み）

（インドネシア人・フィリピン人・ベトナム人介護福祉士候補者）

※N=764人（平成29年度尼比受入れ見込み者数）

68%23%

3%

3%

1% 1%
1%

グループホーム、デイサービス等

介護療養型施設

障害者支援施設

地域密着型施設有料老人ホーム等

特別養護老人ホーム老人保健施設
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項目 H24尼 H24比 H25尼 H25比 H26尼 H26比 H26越 H27尼 H27比 H27越 全体

学習平均回数（回） 0.5 1.2 1.2 2.1 1.5 2.1 1.3 1.8 2.0 1.7 1.7 

学習平均時間（時間） 1.2 2.8 3.2 4.6 4.1 4.6 4.0 4.4 4.9 4.7 4.3 

23

就労時間内の週当たりの総学習時間の平均（施設の回答）

就労時間外の週当たりの総学習時間の平均（施設の回答）

施設内における就労時間内・外合計の週当たりの総学習時間の平均（施設の回答）

項目 H24尼 H24比 H25尼 H25比 H26尼 H26比 H26越 H27尼 H27比 H27越 全体

学習平均回数（回） 1.4 1.4 0.6 0.8 1.0 0.8 0.8 0.8 1.2 0.7 0.9 

学習平均時間（時間） 4.7 3.4 2.0 2.1 2.0 1.5 1.4 1.7 1.7 1.5 1.8 

項目 H24尼 H24比 H25尼 H25比 H26尼 H26比 H26越 H27尼 H27比 H27越 全体

学習平均回数（回） 1.9 2.7 1.9 2.9 2.5 2.9 2.1 2.6 3.1 2.4 2.6

学習平均時間（時間） 5.9 6.3 5.2 6.7 6.1 6.1 5.5 6.1 6.6 6.1 6.1

9.5時間

6.9時間
6.1時間

時間

2時間

4時間

6時間

8時間

10時間

平成26年度 平成27年度 平成28年度

施設内における学習合計平均時間

※出典：平成28年度巡回訪問調査



施設での週当たりの勉強時間(平均時間)（候補者の回答）

自宅や寮での週当たりの勉強時間(平均時間)（候補者の回答）

24

項目 H24尼 H24比 H25尼 H25比 H26尼 H26比 H26越 H27尼 H27比 H27越 全体

平均学習時間（時間） 3.9 4.6 4.1 5.2 4.5 5.0 4.5 5.6 5.4 4.8 5.0 

項目 H24尼 H24比 H25尼 H25比 H26尼 H26比 H26越 H27尼 H27比 H27越 全体

平均学習時間（時間） 7.1 7.4 6.2 5.5 5.1 4.9 6.1 5.9 6.1 8.1 6.0 

※出典：平成28年度巡回訪問調査
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施設での週当たりの勉強時間平均（時間）
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Sheet1

		ウ．年度比較

		項目		平成26年度		平成27年度		平成28年度

		施設での週当たりの勉強時間平均（時間） ア		6.4		5.8		5

		自宅や寮での週当たりの勉強時間平均（時間） ア		6.6		6.2		6
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施設での週当たりの勉強時間平均（時間）

自宅や寮での週当たりの勉強時間平均（時間）
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就労3年目における学習時間の変化

施設日数 自宅日数 施設時間 自宅時間

第1回（2016年7月） 1.7日 3.2日 4.4時間 5.2時間

第2回（2016年12月） 2.3日 3.8日 7.6時間 7.3時間

25


Graph1

		第1回（2016年7月）		第1回（2016年7月）		第1回（2016年7月）		第1回（2016年7月）

		第2回（2016年12月）		第2回（2016年12月）		第2回（2016年12月）		第2回（2016年12月）



施設日数

自宅日数

施設時間

自宅時間

日数

時間

1.7

3.2

4.4

5.2

2.3

3.8

7.6

7.3



Sheet1

				施設日数 シセツニッスウ		自宅日数 ジタクニッスウ		施設時間 シセツジカン		自宅時間 ジタクジカン

		第1回（2016年7月） ダイカイネンガツ		1.7		3.2		4.4		5.2

		第2回（2016年12月） ダイカイネンガツ		2.3		3.8		7.6		7.3







学習の悩み（就労1年目）

就労1年目 Ａ．施設に勉強を教えてくれる人がいない。
Ｂ．自分の苦手分野がわからない。
Ｃ．JICWELSから配られたテキストの使い方がよくわからない。
Ｄ．学習計画の立て方がわからない。
Ｅ．予習・復習のやり方がわからない。
Ｆ．勉強時間が作れない。
Ｇ．介護の仕事になじめない。

26



学習の悩み（就労2年目）

平成29年
1月

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

22.6% 42.4% 14.5% 8.4% 15.2% 3.0% 6.7% 2.7% 8.1%

①施設から十分な学習時間をもらえない。
②自宅で勉強する時間がとれない。
③勉強を教えてくれる人（職員や先生）がいない。
④勉強のやり方がわからない
⑤新カリキュラムの内容が難しい
⑥JICWELSから提供されるテキストや学習ツールの使い方がわからない。
⑦勉強した内容が、毎日の介護の仕事の内容と結びつかず理解できない。
⑧来日前に考えていた介護の仕事のイメージと違う。
⑨その他

就労2年目 （※複数回答あり）

27



就労3年目における成績の推移 【対全国】

第1回模擬試験 第2回模擬試験(平成28年7月実施)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

①人間の尊厳

(2)

②人間関係

(2)

③社会の理解

(12)

④介護の基本

(16)

⑤コミュニケー

ション

(8)

⑥生活支援技術

(20)

⑦介護過程

(8)

⑧発達と老化

(8)

⑨認知症の理解

(10)

⑩障害の理解

(10)

⑪こころとから

だ

(12)

⑫医療的ケア

(5)

⑬総合問題

(12)

H24･25EPA平均得点率

全国平均得点率
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化
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⑩障害の理

解

(10)

⑪こころと
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(12)

⑫医療的ケ

ア

(5)

⑬総合問題

(12)

H24･25EPA平均得点率

全国平均得点率

(平成28年12月実施)

H24･25EPA平均点

(125点満点)

全国平均点数

(125点満点)
71.3 57.0%

63.2 50.6%

79.4 63.5%

H24･25EPA平均点

(125点満点)

全国平均点数

(125点満点)

75.3 60.2%
得点率9.6％UP
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受入れ施設での就労・研修中

介

護

導

入

研

修

・
就

労

ガ
イ
ダ

ン
ス
（
約

１
０
日

）

受

入

れ

施

設

対

象

就

労

前

説

明

会

日

本

語

等
研

修

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
６
カ
月

・
ベ
ト
ナ
ム
２
、
５
カ
月

日

本

語

研

修

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
６
カ
月

・
ベ
ト
ナ
ム
１
年
間

訪日前 訪日後

介

護

福

祉

士

国

家

試

験

受

験

１．受入れ施設での学習経費の支援（都道府県を通じた助成）

○候補者1人当たり年間235千円以内

(1) 日本語講師や養成校教員等の受入施設への派遣

(2) 日本語学校への通学

(3) 模擬試験や介護技術講習会への参加

(4) 学習支援に必要な備品購入費

○候補者１人当たり年間95千円以内 （平成29年度予算事業（案））

喀痰吸引等研修の受講

○1施設当たり年間80千円以内

受入れ施設の研修担当者への手当 等

２．外国人介護福祉士候補者学習支援事業

（実施団体：国際厚生事業団（H28年度実績））

（1）就労年度別の集合研修（模擬試験含む）及び通信添削

（2）国家試験対策学習教材、国家試験対策動画講義の提供

（3）学習の進め方オリエンテーション動画の配信、学習相談、

チャレンジ問題メール等の配信、自己学習チェックシートの提供

（3）介護福祉士の資格を取得できずに帰国した候補者の母国での
再チャレンジ支援
（模擬試験･通信添削指導の実施、学習相談窓口の設置）

３．国際厚生事業団による受入支援

(1) 相談窓口の設置（英語・インドネシア語・ベトナム語対応）

(2) 受入施設への巡回訪問（就労状況等の確認、日本語専門家による助言）

(3)メールマガジンの配信（EPA関連情報等の提供）

(4) 学習教材の配布

(5) 国家試験過去問題の翻訳・提供（インドネシア語、英語、ベトナム語版）

(6) 研修好事例等を受入れ施設担当者に提供

(7) 日本語・漢字統一試験の実施、標準的かつ具体的な学習プログラムの提示

全
て
の
漢
字
へ
の
ふ
り
が
な
付
記
、
疾
病
名
等
へ
の
英
語
併
記
等
、

試
験
時
間
の
延
長
（1.

5
倍
）

介護福祉士候補者への学習支援及び試験上の配慮

29



候補者の業務年度比較

30

項目 平成26年度 平成27年度 平成28年度

食事介助 459件(98.7%) 713件(97.4%) 1101件(98.6%)

口腔ケア 452件(97.2%) 705件(96.3%) 1111件(99.5%)

排泄介助 459件(98.7%) 725件(99.0%) 1106件(99.0%)

移動介助 461件(99.1%) 727件(99.3%) 1109件(99.3%)

入浴介助 427件(91.8%) 677件(92.5%) 1072件(96.0%)

着脱介助 459件(98.7%) 722件(98.6%) 1102件(98.7%)

与薬 271件(58.3%) 449件(61.3%) 781件(69.9%)

介護記録の作成 305件(65.6%) 502件(68.6%) 802件(71.8%)

申し送り 278件(59.8%) 458件(62.6%) 770件(68.9%)

月例会議への参加 298件(64.1%) 460件(62.8%) 754件(67.5%)

レクリエーションの実施 328件(70.5%) 577件(78.8%) 870件(77.9%)

その他 21件(4.5%) 64件(8.7%) 124件(11.1%)

※出典：平成28年度巡回訪問調査



・施設職員、利用者からの評価は高い

大家族で育ち老人の世話に慣れている

優しい、明るい、真面目な人柄

潜在能力が高い
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候補者受入れによる職員・職場環境への影響

※出典：平成28年度巡回訪問調査

日本人職員への影響 職場環境への影響
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29.7%

46.2%

23.6%

0.4% 0.1%

34.5%

42.6%

20.6%

2.2% 0.1%

患者・利用者、ご家族の反応職員の反応

※出典：平成28年度巡回訪問調査

職員、患者・利用者・ご家族の約8割が、「良好」又は「概ね良好」な反応

EPA候補者に対する職員、患者・利用者やご家族の反応

良好

概ね良好

あまり良くない

概ね良好

良好
普通

普通

あまり良くない

悪い

悪い
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・受入れ施設にとって良かった点

介護現場が活性化

介護記録の記入を容易にする工夫など業務の標準化が進む

職員に良い刺激（介護試験受験者の増加など）

一体感が生じた（皆で応援）

教えることで自分も基本を見直す

異文化に触れる
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最大のキーワードは日本語

○インドネシア・フィリピンは就労時約９割がN3相当、ベトナムは全員N3以上

○受け入れ施設は就労時N3、仕事を任せられるのはN2が必要との意見

○２７年度入国者対象の集合研修結果

・実施テストにおける日本語関係の成績

平均得点率 43.4％ 内A国人60.3％
・日本語関係を除いた得点率

平均得点率 59.9％ 内A国人67.7％
・アンケートで先生の説明が「よくわかった」と回答した割合

平均回答率 32.8％ 内A国人46.5％
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○従事割合の比較

・２８年度巡回調査（ほとんどが就労時N3以上、１２か月日本語修了者）

介助 98.3％
レクレーション・与薬 73.6％
記録等（記録、申し送り、月例会議） 69.1％

・２４年度巡回調査（ほとんどが就労時N3未満、６か月日本語修了者）

介助 90.7％
レクレーション・与薬 47.3％
記録等（記録、申し送り、月例会議） 27.3％

・２７年度入国者（１２か月日本語修了者）と２１年度入国者

（６か月日本語修了者）との１年目の従事割合比較

２７年度 介助96.8％ 記録 59.9％
２１年度 介助80.1％ 記録 4.9％
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訪日後日本語研修におけるＮ３程度到達度

●インドネシア及びフィリピンについて経済連携協定上義務づけられている6か月間の訪日後日本語研修に加え，

平成23年度に入国した候補者から訪日前日本語研修を開始（当初は2～3か月間。）。

●インドネシアについては，平成24年度に入国した候補者から，また，フィリピンについては平成25年度に入国し

た候補者から，訪日前研修の期間を6か月間に拡充。

（注１）
「Ｎ3」は，日本語能力
試験のレベル（Ｎ1～Ｎ
5）のうちの一つであり
，「Ｎ3」程度の日本語
水準が候補者の就労・
研修開始時に最低限
必要とされるレベルの
目安とされる。
※N3は「日常的な場面で使われる

日本語をある程度理解することが

できる程度。」である。

（注２）
フィリピン第2陣～第3
陣は看護師候補者の
データのみ，フィリピン
第5陣は介護福祉士候
補者のデータのみ（そ
の他は看護師候補者
と介護福祉士候補者
のデータの合計。）。

訪日前研修期間の拡充

訪日前日本語研修期間の拡充による日本語能力の向上

訪 日 前 研 修 ６ か 月

訪日前研修なし

訪日前研修
２～３か月

訪日前研修３か月
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Sheet1

				入国年度				国名		就労開始後の学習支援		訪日前研修		訪日前研修		滞在期間延長

												（２～３か月）		（６か月）

				平成20年度（2008年度）				インドネシア （第１陣）		×		×		×		延長済

				平成21年度（2009年度）				インドネシア （第２陣）		×		×		×		延長済

								フィリピン（第１陣）		×		×		×		延長済

				平成22年度（2010年度）				インドネシア （第３陣）		○		×		×		延長済 エンチョウズ

								フィリピン（第２陣）		○		×		×		延長済 エンチョウズ

				平成23年度（2011年度）				インドネシア（第４陣）		○		○		×		延長済 エンチョウズ

								フィリピン（第３陣）		○		○		×		延長済 エンチョウズ

				平成24年度（2012年度）				インドネシア（第５陣）		○		○		○		今次延長対象

								フィリピン （第４陣）		○		○		×		延長済 エンチョウズ

				平成25年度（2013年度）				インドネシア（第６陣）		○		○		○		今次延長対象

								フィリピン （第５陣）		○		○		○		今次延長対象

				平成26年度 （2014年度）				インドネシア（第７陣）		○		○		○		今次延長対象

								フィリピン （第６陣）		○		○		○		今次延長対象

								尼看護 アマカンゴ		尼介護 アマカイゴ		比看護 ヒカンゴ		比介護 ヒカイゴ

				2008				104		104

				2009				173		189		93		190

				2010				39		77		46		72

				2011				47		58		70		61

				2012				29		72		28		73

				2013				48		108		64		87

				2014

		日本語能力の向上 ニホンゴノウリョクコウジョウ

		平成22年度入国 ヘイセイネンドニュウコク		第２陣 ダイジン		フィリピン		30.4%

				第３陣 ダイジン		インドネシア		18.4%

		平成23年度入国 ヘイセイネンドニュウコク		第３陣 ダイジン		フィリピン		31.9%

				第４陣 ダイジン		インドネシア		55.8%

		平成24年度入国 ヘイセイネンドニュウコク		第４陣 ダイジン		フィリピン		83.8%

				第５陣 ダイジン		インドネシア		92.1%

		平成25年度入国 ヘイセイネンドニュウコク		第５陣 ダイジン		フィリピン		88.9%

				第６陣 ダイジン		インドネシア		97.4%

		平成26年度入国 ヘイセイネンドニュウコク		第６陣 ダイジン		フィリピン		90.7%

				第７陣 ダイジン		インドネシア		95.2%

		平成27年度入国 ヘイセイネンドニュウコク		第７陣 ダイジン		フィリピン		88.5%

				第８陣 ダイジン		インドネシア		83.3%

		平成28年度入国 ヘイセイネンドニュウコク		第８陣 ダイジン		フィリピン		92.2%

				第９陣 ダイジン		インドネシア		89.2%
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尼看護

尼介護

比看護

比介護
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就労開始時に
必要な日本語レベル

【参考】
介護業務を任せられる

日本語レベル

施設の約９割が、日本語能力試験「N３」レベル以上と考えている。

介護現場で必要とされる日本語能力レベル

N2

N3

【参考】日本語能力試験認定の目安について
・ Ｎ１…幅広い場面で使われる日本語を理解することができる。
・ Ｎ２…日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができる。
・ Ｎ３…日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができる。
・ Ｎ４…基本的な日本語を理解することができる。
・ Ｎ５…基本的な日本語をある程度理解することができる。

※出典：平成26年度入国尼・比人介護福祉士候補者受入れ機関マッチング・アンケート、平成26年度社会福祉推進事業 EPA介護福祉士の定着促進の課題に係る調査（書面調査）

N2

N3
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				質問２．

						ＥＰＡ介護福祉士が、日本人職員の付き添いを必要とせず、介護業務を行う上で、少なくともどの程度の一般日本語能力を備えていることが必要か。

										就労開始時 シュウロウカイシジ				介護業務を任せられるレベル カイゴギョウムマカ

														回答者数 カイトウシャスウ		％

								　調査数						105		100.0

								日本語能力試験Ｎ１レベル				0		5		4.8

								日本語能力試験Ｎ２レベル				14.1		55		52.4

								日本語能力試験Ｎ３レベル				73.2		37		35.2

								日本語能力試験Ｎ４レベル				9.9		2		1.9

								日本語能力試験Ｎ５レベル				2.8		1		1.0

								その他				0		1		1.0

								　無回答				0		4		3.8

								就労開始時に必要な日本語能力 シュウロウカイシジヒツヨウニホンゴノウリョク				介護業務を任せられる日本語能力 カイゴギョウムマカニホンゴノウリョク

								Ｎ１		Ｎ２		Ｎ３		Ｎ４		Ｎ５		その他		無回答

						就労開始時に必要な日本語能力レベル シュウロウカイシジヒツヨウニホンゴノウリョク		0.0%		14.1%		73.2%		9.9%		2.8%		0.0%		0.0%

						介護業務を任せられる日本語能力レベル カイゴギョウムマカニホンゴノウリョク		4.8%		52.4%		35.2%		1.9%		1.0%		1.0%		3.8%
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EPA受入れの課題

○勉強時間の減少

・勉強の悩みは「勉強の時間が作れない」がトップ

○求人数の増加

・２９年度受入れでは、インドネシアは３７２人の求人、フィリピン５７２人の求人

があり、両国とも単年度受入れ上限の３００人とマッチング、ベトナムは７０７人

の求人、N3以上の資格者１８１人とマッチング

○資格者関係

・帰国者問題

合格者中４分の３程度が就労中

受け入れ施設からは批判がある
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・配偶者の就労時間制限

資格者となると配偶者、子供を呼び寄せられるが、

配偶者の労働は週２８時間に限られ生計は厳しい

・キャリアアップ

日本語検定（84.3％）、 看護師資格（49.2％）、

ケアマネージャー（33.0％）

・日本語、メンタルヘルスへの研修要望が強い
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